
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

１ かわらないものなど あるはずもなく 

  わかっているのに 胸が痛い 

  おだやかな景色 じっと目を閉じる 

  なぜ 別れは あるのだろう 

   君のいない夏が来て 

   また 朝は明ける 

   君のいない夏が来て 

   わたしだけがいる 

２ かわらないと見える 自然の木々さえ 

  枯れていく枝 芽吹く若葉 

  おだやかな景色 じっと目を閉じる 

  なぜ 生命は 終わるのだろう 

   君のいない夏が来て 

   また 朝は明ける 

   君のいない夏が来て 

   わたしだけがいる          
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